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1. はじめに 

光は生体組織に対して非破壊，非接触ならびに非侵襲であることから，in vivo 計測が可能であ

る．このため，生体組織中のヘモグロビン濃度計測 1)や，皮膚表層中の水分量計測 2)のように，光

を用いた生体組織の散乱・吸収計測に関する研究が進展している．生体組織のように光学的に高

密度な媒質中では多重散乱が支配的となる．Optical Coherence Tomography (OCT) においては低コ

ヒーレンス光の干渉によって散乱体積を限定することで，準直進光を選択的に検出している．こ

のことによって，直線伝搬する光の散乱・吸収現象を扱う Beer-Lambert則を適用できる．我々は，

イントラリピッド溶液を散乱体とする光学的に高密度な疑似媒質ファントムを用いて，高密度媒

質に対する Beer-Lambert 則の定量的な評価を行った 3)．本報では，既知の粒径を有するシリカ粒

子を散乱体として混合したファントムを用いて，絶対計測を目指して定量的な評価を行う． 

2. 実験 

Fig.1 に本研究で用いた光学系を示す．光源には中心波

長 1362 nm，波長幅 38 nm，時間コヒーレンス長 22 mの

スーパールミネッセントダイオード (SLD) を用いた．こ

の時間コヒーレンス長が高密度媒質の平均自由行程より

も小さいため，準直進光の抽出が可能となる．このことに

よって多重散乱光の往復光路長を確定することができ，媒

質中の散乱・吸収の関数である減衰係数を Beer-Lambert

則より算出する．試料には温めた寒天溶液に粒径 0.5 m

のシリカ粒子を散乱体として混合し，超音波で振動させな

がら冷却固定したファントムを使用した． 

3. 結果 

Fig.2 にシリカ粒子の体積濃度を 1～5 Vol.%に設定した

ファントムに対する減衰係数の計測結果を示す．減衰係数

の設定値は，Mie散乱理論で計算した等価散乱係数と光源

の中心波長における水の吸収係数の和を使用した．本手法

で得られた減衰係数は設定値に比べ小さく評価される傾

向にあるが，その誤差は散乱体の濃度に依存せず同程度で

ある．本研究の結果として，OCT を用いて高密度媒質の等

価散乱係数の計測が可能であることを示した．報告では，吸収体を混合したファントムの結果に

ついても報告する． 
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Fig.1 OCT measurement system. 

 
Fig.2 Estimated and given attenuation 

coefficients as a function of particle 

concentration. 
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